
令和 3 年度 森林ボランティア意見交換会 

 

１森林資源の活用について 

1.1 竹材利用 

・竹を使って、まごの手・ハタ作り 

・竹を使って物干し竿作り 

・たけのこ掘り 

・孟宗竹を使って竹ぽっくりを作製・提供 

・竹炭作り、学童向けに竹炭を使った工作依頼を受けている 

・たけのこの販売 

・七夕の笹の提供 

・そうめん流し台の提供 

・門松の販売・体験 

・竹林整備で出た竹を燃料にして掘ったたけのこを湯がいて食べる 

・竹の筒をくり抜いて栗ご飯（整備した竹を燃料に） 

・竹を使ってマイ箸・マイ茶碗作り 

・タケノコの塩漬け 

・竹炭の販売 

・イベントを通して竹灯籠や竹ごはん 

・マダケを湯がき冷凍保存 

・竹チップを年に 2 回、道の駅で販売（1 回あたりトラック 3 台分を袋詰めにして販売 

トラック 1 台あたり 2 万円程の売り上げになった。組合の会員になる必要がある） 

・国産メンマの生産販売 

・国産割りばしの生産販売 

 

1.2 広葉樹・間伐材 利用 

・シイタケ・種駒 

・キクラゲを栽培し経過を観察 

・伐採した木材（間伐材等）をくい打ちしたのを加工し、仕切りを作製 

・間伐材で作った杭でイノシシ避けの柵の補強 

・イベント等でのそば打ち体験・コンニャク等を炊くための薪として利用 

・木材を輪切りにしてコースター、杭、ベンチ、土留を作っている 

・チップした材料を山積みにするとカブトムシが産卵に来る 

 

1.3 その他の資源利用 

・８月の終わりぐらいから栗拾い 

・葉っぱを腐葉土 

・栗拾いのイガは草木染の材料になるので彩色の材料にする（草木、栗の木、山桜等） 



1.4 これからやりたい事、資源利用ができない理由について 

・今後はバイオマス関係で何かしたい 

・竹垣を作りたい 

・今後は薬草・山菜取り、虫採り等季節ごとに何かしたいと思っている 

・現在、切捨間伐を行っているが、木材を利用するには機械（動力）が必要になる為森林ボ

ランティア活動としては難しい 

 

 

2森林整備を楽しくするについて 

・活動後に竹の皿を使ってカレーを食べる 

・（森林整備の）結果が見えるような活動をする 

・やって良かったと思えるような整備計画をたてる 

・整備後に美味しいものを食べたり飲んだりする楽しみを用意しておく 

・活動後の食事時に情報交換できる場 

・一生懸命作業をしない（気長にのんびりと） 

・他の地域のフィールドに参加し、気晴らしをする 

・スッポン料理等女性に魅力ある食材を使い、人を集める 

・汗を流して、ホカ弁を食べる 

・チェンソーを使い作業をする 

・作業を通じて交流する 

・無理をしない 

・作業の途中でも、草木や野花など興味を持ったものが見つかればそれに没頭するのも良い

自然を楽しみながら整備する 

・意見交換会などで他団体の方と交流を深め、情報交換を行う事が大事 

・みんなが楽しめるイベント等を開催 

 

3森林を活用したイベントの企画について（時間減の為少数意見） 

・3 団体集まってエコライフフェスタで竹灯籠 

・エコライフフェスタがダメなら、風頭公園で桜を見ながら竹灯籠 

・地元の人、若い人を巻き込むイベントの開催 


